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前
章
ま
で
、
委
員
会
制
度
の
成
立
と
そ
の
後
に
生
じ
た
変
化
に
つ
い
て
、
制
度
変
遷
の
経
緯
と
成
立
過
程
の
検
証
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

一
九
四
七
年
の
国
会
法
成
立
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
委
員
会
中
心
制
度
は
、
そ
の
後
一
九
五
八
年
ま
で
の
三
回
の
国
会
法
改
正
、
さ
ら
に
、

一
九
六
○
年
代
ま
で
の
委
員
会
運
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
を
変
え
て
き
た
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
委
員
会
審
議
・
運
営
シ
ス
テ
ム
は
、
連
立
期
の
今
日
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
章
に
お
い
て
は
、
前
章
ま
で
に
お
こ
な
っ
て
き
た
成
立
・
定
着
過
程
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
日
の
委
員
会
制
度
が
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
有
し
て
い
る
の
か
を
、
制
度
的
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
本
会
議
と
委
員
会
の
関
係
性
、
さ
ら
に
委

員
会
の
多
元
性
に
つ
い
て
主
と
し
て
そ
の
機
能
に
着
目
し
た
検
証
を
試
み
る
。
こ
の
と
き
主
と
し
て
衆
議
院
の
動
向
を
中
心
と
し
て
検
証

す
る
。

国
会
に
お
け
る
委
員
会
の
重
要
性
は
、
帝
国
議
会
に
く
ら
べ
飛
躍
的
に
増
大
し
た
｝
」
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
て
き

第
五
章

第
四
章
委
員
会
審
議
の
制
度
分
析

第
一
節
本
会
議
と
委
員
会
の
制
度
的
関
係
性

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

二
特
別
委
員
会
設
置
の
特
性
と
機
能

三
委
員
会
立
法
補
佐
機
栂
の
問
題
性

委
員
会
の
審
議
運
営
の
特
性

第
六
章
国
会
委
員
会
審
議
の
課
題
と
展
望

（
以
上
、
本
号
）
お
わ
り
に

八
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一
委
員
会
中
心
主
義
の
変
化

委
員
会
は
現
代
議
会
に
お
い
て
は
不
可
欠
な
機
関
で
あ
る
。
現
代
で
は
、
政
治
課
題
が
多
岐
に
わ
た
り
、
高
度
化
・
専
門
化
す
る
傾
向

に
あ
る
。
政
府
機
能
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
政
策
課
題
の
量
的
増
加
、
質
的
充
足
、
さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
有
権
者
及
び
議
員
構
成
に
対

（
２
）
 

応
す
る
た
め
に
、
委
員
会
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
」
の
意
味
で
委
員
会
の
発
達
は
必
然
と
い
え
る
。
ま
た
こ
う
し
た
状

況
下
で
は
、
委
員
会
制
度
の
性
質
は
議
会
の
特
性
を
考
察
す
る
際
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
 

一
九
四
七
年
の
国
会
法
制
定
か
ら
〈
「
日
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
の
国
会
は
委
員
会
中
心
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
章
で

み
た
よ
う
に
、
現
在
の
国
会
の
審
議
構
造
は
、
当
初
の
か
た
ち
か
ら
は
そ
の
姿
を
変
え
て
お
り
、
委
員
会
中
心
主
義
も
ま
た
例
外
と
は
い

（
４
）
 

一
え
な
い
。
’
九
四
七
年
国
会
法
当
初
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
田
英
昭
は
九
項
目
を
挙
げ
、
そ
の
特
色
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

委
員
会
中
心
主
義
の
実
質
的
制
度
に
お
け
る
支
柱
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
特
に
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
）
委
員
会
審
査
の
本
会
議
に
た
い
す
る
優
先

三
）
国
政
調
査
権
の
委
員
会
へ
の
委
譲

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
三
九

た
よ
う
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
委
員
会
中
心
主
義
の
導
入
や
政
策
領
域
の
変
化
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
本
会
議
が
国

会
に
果
た
し
て
い
る
役
割
と
は
何
か
と
問
わ
れ
る
と
き
、
各
院
に
お
け
る
最
終
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と
、
全
議
員
が
出
席
し
て
開
催

（
１
）
 

す
る
唯
一
の
恒
常
的
審
議
機
関
で
あ
る
こ
と
、
議
院
の
代
表
的
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、
〈
「
曰
で
も
変
わ
り
は
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
今
日
の
国
会
で
み
ら
れ
る
本
会
議
と
委
員
会
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
本
節
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を

踏
ま
え
つ
つ
、
委
員
会
制
度
の
制
度
的
特
性
を
審
議
機
能
の
側
面
か
ら
、
本
会
議
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
検
証
す
る
。
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法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

一
四
○

（
三
）
委
員
会
審
査
の
自
主
性
の
確
立

こ
の
三
点
を
中
心
と
し
た
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
日
本
の
議
会
は
本
会
議
中
心
主
義
か
ら
委
員
会
中
心
主
義
へ
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
三
章
ま
で
に
み
た
制
度
変
遷
は
、
前
述
の
三
つ
の
支
柱
に
つ
い
て
も
変
更
を
与
え
て
い
る
。
第
一
の
「
審
査
の
優
先
」
に
つ

い
て
は
、
一
九
四
八
年
の
国
会
法
の
改
正
に
よ
り
本
会
議
に
お
け
る
趣
旨
説
明
制
と
中
間
邦
筈
制
の
二
つ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
会
議
は
委
員
会
付
託
よ
り
前
に
法
案
の
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
ま
た
委
員
会
審
議
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
本
会
議
に
お
い
て

審
議
経
過
の
釦
害
を
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
第
二
は
、
国
政
調
査
権
の
問
題
で
あ
る
。
国
政
調
査
権
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
国
会

課
長
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
指
示
の
中
で
盛
り
込
ま
れ
た
権
限
で
あ
る
。
こ
の
指
示
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
議
会
が
国
政
調
査
権
を

持
ち
、
そ
の
審
議
機
関
で
あ
る
委
員
会
も
ま
た
独
立
し
た
調
査
権
限
を
も
つ
こ
と
は
、
議
会
の
基
本
の
課
題
で
あ
り
、
△
「
曰
で
こ
そ
肯
定

さ
れ
る
方
向
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
明
治
封
建
以
来
の
機
関
分
散
型
三
権
分
立
と
い
う
長
年
に
わ
た
る
法
螺
説
で
は
、
国

政
調
査
権
は
き
わ
め
て
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

第
三
は
、
「
委
員
会
審
査
の
自
主
性
の
確
立
」
で
あ
る
。
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
委
員
長
権
限
の
も
と
に
理
事
会
で
協
議
さ
れ
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
質
は
、
審
議
日
数
や
、
採
決
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
法
宰
審
議
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
会

全
体
の
日
程
の
中
で
決
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
案
件
の
賛
否
に
つ
い
て
も
、
各
政
党
に
は
党
議
拘
束
が
存
在
す
る
。
委
員
会
は
、

運
営
に
お
い
て
も
、
ま
た
審
議
に
お
い
て
も
、
制
度
上
の
機
能
に
く
ら
べ
実
態
と
し
て
そ
の
自
主
性
が
制
限
さ
れ
た
審
議
機
関
で
あ
る
と

第
二
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
委
員
会
中
心
主
義
の
修
正
は
国
会
法
改
正
と
い
う
手
段
を
用
い
て
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
お
こ
な

わ
れ
た
。
そ
こ
に
顕
著
に
現
れ
る
の
が
、
本
会
議
中
心
主
義
へ
の
回
帰
傾
向
で
あ
る
。
す
で
に
検
証
し
て
き
た
よ
う
に
、
五
○
年
代
ま
で

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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二
委
員
会
に
お
け
る
「
本
会
議
的
」
審
議
機
能
と
討
論
性

そ
れ
で
は
審
議
機
関
と
し
て
、
本
会
議
と
委
員
会
は
歴
然
と
そ
の
役
割
が
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
予
算
委
員
会

（
５
）
 

や
特
別
委
員
会
の
一
部
な
ど
の
他
機
関
に
よ
る
本
会
議
機
能
の
代
替
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る
。
予
算
委
員
会
さ
ら
に
決
算
委
員
今
云
（
参

議
院
で
は
、
決
算
行
政
委
員
会
）
は
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
議
以
外
に
、
む
し
ろ
政
策
一
般
の
審
議
の
場
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
予
算
委
員
会
に
は
、
帝
国
議
会
当
時
か
ら
全
大
臣
が
出
席
す
る
希
少
な
機
会
で
あ
っ
た
と
い
う
慣
習
が
存
在
し
た
。
案
件
が

「
予
算
」
と
い
う
国
政
全
般
の
重
要
政
策
に
関
連
す
る
審
議
領
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
が
定
着
し

（
６
）
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
委
員
会
に
よ
る
「
本
会
議
的
」
機
能
の
．
つ
ち
、
特
に
各
会
派
の
意
見
表
明
の
場
と
し
て
の
機
能
を
重
視

し
て
捉
え
た
場
合
、
他
の
委
員
会
の
中
に
も
同
様
の
作
用
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
つ
は
、
二
○
○
○
年
か
ら
発
足
し
、
党
首
討
論
を
想
定
し
た
「
国
家
基
本
政
策
委
員
会
」
の
存
在
で
あ
る
。
党
首
討
論
に
つ
い

て
は
、
開
催
機
会
の
少
な
さ
や
、
少
数
会
派
が
十
分
な
討
論
時
間
を
確
保
で
き
な
い
な
ど
改
善
点
も
多
く
抱
え
て
お
り
、
総
合
的
な
分
析

を
お
こ
な
う
に
は
、
ま
だ
経
験
の
累
積
が
不
十
分
と
い
え
る
。
し
か
し
、
党
首
ど
う
し
が
審
議
を
お
こ
な
う
機
会
を
設
け
た
こ
の
委
員
会

は
委
員
会
に
新
し
い
役
割
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
本
会
議
の
機
能
が
一
部
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
も
う
一
つ
に
は
、

特
別
委
員
会
の
活
用
も
指
摘
で
き
る
。
特
別
委
員
会
の
一
部
で
は
、
時
事
的
な
重
要
問
題
に
つ
い
て
集
中
的
に
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
〈
五
）
（
岡
崎
）

一
四
一

の
国
会
法
改
正
の
過
程
に
は
、
読
会
制
復
活
論
が
繰
り
返
し
浮
上
し
た
。
ま
た
、
改
正
さ
れ
た
制
度
の
主
要
事
項
で
あ
る
中
間
報
告
制
や
、

趣
旨
説
明
、
議
案
提
出
人
数
条
項
の
設
置
、
常
任
委
員
会
の
省
庁
所
管
別
再
編
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
帝
国
議
会
期
に
そ
の
原
型
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
新
し
い
国
会
を
形
づ
く
る
上
で
も
、
残
照
と
し
て
の
帝
国
議
会
像
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

一
四
二

以
上
の
よ
う
に
委
員
会
の
役
割
は
多
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
運
用
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
こ
に
は
、
委
員
会
で
の
質
疑
は

一
問
一
答
方
式
の
た
め
、
｜
括
答
弁
の
本
会
議
に
く
ら
べ
、
よ
り
深
い
議
論
が
お
こ
な
い
や
す
い
と
い
う
両
者
の
制
度
的
相
違
と
い
う
影

（
７
）
 

饗
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
人
数
構
成
と
し
て
、
本
△
云
議
よ
り
も
、
数
十
人
規
模
の
委
員
会
の
ほ
う
が
日
程
調
整
等
の
上
で
開
催
が

容
易
で
あ
る
と
い
う
、
本
会
議
と
の
規
模
に
よ
る
差
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

委
員
会
中
心
主
義
が
修
正
さ
れ
る
一
方
で
、
本
会
議
が
形
呼
醇
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
一
九
六
○
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
以
後
今
日
に

（
８
）
 

至
る
ま
で
繰
り
返
し
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
本
〈
云
議
の
形
骸
化
の
根
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
審
議
時
間
の
少
な
さ
で
あ
っ
た
。
審
議

機
能
と
い
う
点
に
注
目
し
た
場
合
、
自
由
討
議
が
、
早
々
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
議
員
が
国
政
一
般
に
つ
い
て
広
く
討
論

（
９
）
 

す
る
数
少
な
い
機
会
で
あ
る
質
問
制
度
も
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ホ
ム
云
議
は
、
自
由
な
討
論
を
お
こ
な
う
場
と
い
う
よ
り
は
、

（
Ⅶ
）
 

各
党
派
の
意
見
表
明
の
趣
壁
室
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
強
い
と
い
壱
え
る
の
で
は
な
い
か
。

従
来
の
議
論
で
は
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
政
策
変
換
能
力
を
と
く
に
重
視
し
た
分
析
が
多
か
っ
た
。
争
点
明
示
、
情
報
公
開
と
い

っ
た
議
会
の
重
要
な
役
割
も
含
め
て
、
委
員
会
や
そ
の
他
の
審
議
機
関
を
総
合
的
に
捉
え
る
視
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
注

目
し
、
委
員
会
と
本
会
議
の
関
係
を
再
考
す
る
と
、
現
在
の
委
員
会
制
度
は
、
委
員
会
中
心
主
義
の
縮
小
化
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
本
会

議
に
担
わ
れ
る
べ
き
機
庁
能
の
一
部
を
委
員
会
機
構
に
お
い
て
代
替
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
委
員
会
運
田
羊
法
の
二
重
構
造
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
委
員
会
中
心
主
義
の
修
正
と
は
、
本
会
議
の
重
視
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
委
員

会
の
自
律
的
審
議
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
に
い
た
る
。

（
１
）
帝
国
議
会
期
に
は
、
本
会
議
以
外
の
全
議
員
参
加
の
審
議
機
関
と
し
て
全
院
委
員
会
制
度
が
存
在
し
た
が
、
第
一
三
議
会
を
般
後
に
貴
族
院
、
衆
議
院
と
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も
開
会
さ
れ
て
お
ら
ず
、
戦
後
国
会
の
設
立
時
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
２
）
本
会
議
と
委
員
会
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
。
「
会
議
機
柵
を
本
会
議
と
委
員
会
と
の
段
階
的
構
成
と
し
、
委
員
会
制
度
ご

と
に
常
任
委
員
会
制
度
を
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
高
い
識
見
と
豊
か
な
経
験
を
も
ち
、
適
任
と
考
え
ら
れ
る
議
員
を
委
員
に
選
任
し
、
あ
わ
せ
て
委
員

会
の
補
佐
機
構
を
整
備
充
実
す
る
こ
と
が
委
員
会
制
度
確
立
上
の
重
要
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
」
（
土
屋
政
三
「
委
員
会
制
度
審
議
の
専
門

化
・
効
率
化
』
教
育
出
版
、
一
九
六
九
年
、
二
九
’
三
○
頁
）
。

（
３
）
現
在
の
国
会
委
員
会
は
本
会
議
の
下
部
機
関
と
さ
れ
、
と
く
に
法
案
審
議
に
関
し
て
は
本
会
議
の
予
備
的
審
査
機
関
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
辻
啓
明
「
委

員
会
の
制
度
及
び
運
営
の
諸
問
題
」
『
識
会
政
治
研
究
」
第
四
六
号
、
一
九
九
八
年
一
○
月
、
四
二
頁
）
。
こ
れ
に
た
い
し
、
別
の
見
解
も
あ
る
。
鈴
木
隆
夫
は

帝
国
継
会
と
異
な
る
戦
後
国
会
に
お
け
る
委
員
会
制
度
の
性
格
の
一
つ
と
し
て
、
「
単
な
る
予
備
的
審
査
機
関
の
地
位
か
ら
脱
却
し
て
、
寧
ろ
議
院
の
第
一
次

的
審
査
機
関
た
る
性
質
を
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
（
鈴
木
隆
夫
「
わ
が
国
の
委
員
会
制
度
と
特
別
委
員
会
の
性
格
」
『
法
律
時
報
」
第
二
二

巻
九
号
、
一
九
五
○
年
九
月
、
三
頁
）
。

（
４
）
前
田
英
昭
は
、
国
会
法
成
立
当
初
の
委
員
会
中
心
主
義
に
つ
い
て
の
具
体
的
特
色
と
し
て
以
下
の
九
項
目
に
整
理
し
て
い
る
。
①
委
員
会
の
審
査
が
本
会

議
に
優
先
し
、
か
つ
必
須
要
件
と
す
る
こ
と
、
②
委
員
会
の
櫛
成
を
院
内
会
派
勢
力
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
③
両
識
院
と
も
国
政
調
査
権
を
委
員
会
に
委
鍍
、

④
委
員
会
審
査
の
自
主
性
の
確
立
、
⑤
本
会
議
に
お
け
る
委
員
会
の
主
導
性
、
委
員
長
及
び
少
数
意
見
者
の
報
告
の
際
（
衆
鏑
院
規
則
第
一
三
六
条
〉
⑥
閉
会

中
審
査
の
継
続
、
⑦
常
任
委
員
長
を
錨
員
の
役
員
と
し
た
こ
と
、
⑧
常
任
調
査
室
の
投
圏
、
⑨
会
期
延
長
の
際
の
常
任
委
員
会
会
識
開
他
及
び
同
委
員
長
か
ら

の
意
見
聴
取
の
義
務
づ
け
（
前
田
英
昭
『
国
会
の
立
法
活
動
」
信
山
社
出
版
、
一
九
九
九
年
、
二
四
’
二
五
頁
）
。

（
５
）
予
算
委
員
会
の
本
会
議
機
能
代
替
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
山
が
言
及
し
、
問
題
点
と
し
て
以
下
の
四
点
を
提
示
し
て
い
る
。
①
予
算
審
議
の
時
間
が
限
定

さ
れ
る
。
②
本
会
議
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
③
（
委
員
会
で
は
）
審
議
に
参
加
で
き
る
人
数
が
限
定
さ
れ
る
。
④
公
開
性
は
本
会

議
の
方
が
高
い
（
大
山
礼
子
『
国
会
学
入
門
』
三
省
堂
、
一
九
九
七
年
雨
お
よ
び
「
審
議
手
続
」
（
岩
村
正
彦
ほ
か
編
『
岩
波
識
座
現
代
の
法
三
“
政
治
過
程

と
法
」
岩
波
聾
店
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
）
。
さ
ら
に
、
河
世
憲
は
、
予
算
委
員
会
が
「
ミ
ニ
本
会
議
」
化
、
「
準
本
会
議
」
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
原
因
と
し
て
い
る
（
河
世
憲
、
「
国
会
審
議
過
程
の
変
容
と
そ
の
原
因
」
『
レ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
色
第
二
七
号
、
二
○
○
○
年
一
○
月
、
一
四
九
頁
〉
。

（
６
）
予
算
の
詳
細
を
審
議
す
る
場
と
し
て
は
、
予
算
委
員
会
分
科
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
衆
議
院
委
員
会
先
例
に
よ
り
、
「
分
科
会
に
お
け
る
予
算
の
審
査
は
、

各
省
庁
別
に
細
目
に
わ
た
る
質
疑
を
お
こ
な
う
」
（
衆
議
院
委
員
会
先
例
一
三
三
）
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
分
科
会
に
お
い
て
は
討
論
や
採
決
は
お
こ
な
わ
な

い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
（
衆
議
院
事
務
局
『
衆
議
院
先
例
集
平
成
六
年
版
」
一
九
九
四
年
、
一
四
六
頁
）
。

分
科
会
は
、
以
前
は
、
「
四
分
科
会
、
四
・
五
日
間
」
と
い
う
日
程
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
九
八
回
国
会
以
降
は
、
「
八
分
科
会
、
二
日
間
」
と
な
り
、

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
四
三
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一
委
員
会
の
設
置
要
件
の
変
化

国
会
法
で
は
委
員
会
を
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
の
二
種
類
に
制
定
し
て
い
る
（
国
会
法
第
四
○
条
）
。
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
に
属
す
る
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査
と
、
国
政
に
関
す
る
調
査
を
お
こ
な
う
。
ど
の
よ
う
な
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る

か
は
国
会
法
に
規
定
さ
れ
（
国
会
法
第
四
一
条
）
、
さ
ら
に
各
院
規
則
に
よ
っ
て
委
員
数
、
所
管
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
衆
議
院
規
則
第

両
）
本
会
議
で
も
審
議
形
態
の
中
心
は
質
疑
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
運
営
は
委
員
会
と
は
異
な
る
。
委
員
会
レ
ベ
ル
で
は
質
疑
の
際
、
発
言
者
と
答
弁
者
が

一
問
一
答
を
繰
り
返
す
、
い
わ
ゆ
る
「
｜
問
一
答
形
式
」
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
に
対
し
、
本
会
議
で
は
質
問
者
が
発
言
し
た
後
、
答
弁
者
が
一
括
し
て
答
え
る

と
い
う
一
往
復
き
り
の
「
一
括
答
弁
」
方
式
が
採
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
質
問
者
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
蟻
題
、
時
間
、
順
序
等
が
詳
細
に
協
議
さ

れ
た
う
え
で
決
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
審
鍛
は
各
派
の
人
数
柵
成
に
応
じ
た
時
間
配
分
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
質
疑
者
は
各
党
派
の
代
表
と
し
て
の
役
割
を
担

・
つ
◎

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

一
四
四

今
日
で
は
定
着
し
て
い
る
。
分
科
会
が
開
か
れ
る
の
は
、
公
聴
会
が
行
わ
れ
た
後
が
慣
習
で
あ
る
。

（
７
）
衆
議
院
先
例
巣
の
二
五
一
に
は
「
会
期
の
始
め
に
お
け
る
国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑
で
数
項
目
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
一
問
一
答
を
し
な
い
で
、

ま
ず
質
疑
事
項
の
全
部
を
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
て
国
務
大
臣
が
答
弁
を
す
る
の
が
例
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

（
８
）
本
会
議
の
審
議
時
間
に
つ
い
て
は
、
読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
編
『
西
欧
の
議
会
』
一
九
八
九
年
。
毎
日
新
聞
社
特
別
取
材
班
『
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
国

会
は
死
ん
だ
か
？
ｌ
再
生
へ
の
大
胆
な
提
言
ｌ
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。

（
９
）
質
問
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
山
「
討
論
の
場
と
し
て
の
錨
会
」
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
四
○
巻
第
一
一
号
、
一
九
九
○
年
二
月
に
詳
し
い
。
大
山
に
よ

れ
ば
、
口
頭
で
お
こ
な
わ
れ
た
質
問
が
緊
急
の
案
件
を
除
き
、
書
面
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
翼
賛
体
制
の
形
成
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、
自
由
討
識
と
質
問
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
自
由
な
議
員
間
の
議
論
が
可
能
に
な
る
と
い
う
効
果
も
見
込
ま
れ
て
ぃ

る
。第

二
節
委
員
会
組
織
の
役
割
と
構
造
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常
任
委
員
会
の
構
造

一
九
四
七
年
の
国
会
法
制
定
に
と
も
な
い
委
員
会
中
心
主
義
が
採
用
さ
れ
る
中
で
、
事
項
別
に
分
け
ら
れ
た
常
任
委
員
会
が
新
設
さ
れ

た
。
そ
の
後
第
二
章
で
み
て
き
た
と
お
り
、
一
九
四
八
年
の
国
会
法
改
正
の
際
、
各
省
庁
の
所
管
別
に
対
応
す
る
構
造
に
改
編
さ
れ
、
さ

ら
に
一
九
五
五
年
に
は
、
よ
り
省
庁
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
再
編
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
環
境
委
員
会
や
科
学
技
術
委
員
会
の
新
設
が
あ
る

も
の
の
、
省
庁
所
管
別
の
委
員
会
と
い
う
構
造
が
継
続
さ
れ
て
い
く
。
最
近
で
は
、
二
○
○
○
年
の
中
央
省
庁
再
編
に
あ
わ
せ
、
衆
・
参

の
常
任
委
員
会
が
省
庁
構
造
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
再
編
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
常
任
委
員
会
の
多
く
は
、
そ
の
所
管
事
項
が
省
庁
に
対

応
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
省
庁
タ
テ
割
り
」
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
常
任
委
員
会
の
う
ち
、
政
策
・
法
案
審
議
を
実
際
に
担
う
委
員
会
は
各

省
庁
に
対
応
す
る
形
で
設
置
さ
れ
お
り
、
い
わ
ば
、
「
省
庁
対
応
型
委
員
会
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
省
庁
に
対
応
し
て
い
な
い
「
省
庁
非
対
応
型
委
員
会
」
と
し
て
は
、
予
算
委
員
会
、
決
算
行
政
監
視
委
員
会
（
参
議
院
で
は
決

算
委
員
会
お
よ
び
行
政
監
視
委
員
会
）
、
議
院
運
営
委
員
会
、
懲
罰
委
員
会
、
そ
し
て
国
家
基
本
対
策
委
員
会
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
中
で
、
一
九
九
九
年
の
い
わ
ゆ
る
国
会
審
議
活
性
化
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
国
家
基
本
対
策
委
員
会
以
外
の
委
員
会
は
、
帝
国
議
会
に

お
い
て
も
常
任
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

九
二
条
、
参
議
院
規
則
第
七
四
条
）
。
以
下
に
、
常
任
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
の
設
置
事
項
と
そ
の
変
化
を
整
理
す
る
。
こ
の
と
き
、

と
り
わ
け
特
別
委
員
会
の
設
置
規
定
の
変
化
と
実
際
の
運
用
状
況
に
着
目
す
る
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
四
五

Hosei University Repository



特
別
委
員
会
の
股
置
状
況

設
置
案
件
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
一
九
五
五
年
国
会
法
改
正
に
よ
り
「
特
に
必
要
と
認
め
た
案
件
」
と
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
「
特
に
必
要
と
認
め
た
案
件
」
と
は
、
（
イ
）
き
わ
め
て
重
要
な
案
件
、
（
ロ
）
多
数
の
常
任
委
員
会
に
関
連
す
る
特
定
の
案
件
、

（
１
）
 

（
ハ
）
多
数
の
常
任
委
員
公
雪
に
所
管
が
分
か
れ
る
が
、
関
連
性
が
あ
り
一
体
的
成
立
が
望
ま
れ
る
複
数
の
案
件
、
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

一
九
五
五
年
国
会
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
黒
田
覚
が
「
こ
の
規
定
（
筆
者
註
・
’
九
五
五
年
以
前
の
規
定
）
は
か
な
ら
ず
し
も
忠
実
に

（
２
）
 

は
運
営
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
肯
定
的
改
正
で
あ
っ
た
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
こ
う
し

た
特
別
委
員
会
の
設
置
緩
和
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
懸
念
を
示
す
見
解
も
存
在
す
る
。
松
澤
浩
一
は
、
「
常
任
委
員
会
制
を
と
る
以
上
は
、

審
議
す
べ
き
案
件
は
す
べ
て
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
の
審
査
に
付
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
安
易
に
特
別
委
員
会
に
よ
る
べ
き
で
は

な
い
。
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査
が
多
く
な
れ
ば
常
任
委
員
会
を
存
置
す
る
意
義
は
薄
れ
る
の
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
、
指
摘

（
３
）
 

し
て
い
る
。

法
学
志
林
第
一
○

特
別
委
員
会
の
股
置
要
件
の
変
化

特
別
委
員
会
の
設
置
案
件
に
つ
い
て
は
、
国
会
法
制
定
当
初
、
「
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
も
の
」
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
は
、
す
で
に
第
一
回
国
会
に
お
い
て
、
「
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
や
「
水
害
地
対
策
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
に
つ
い
て
の
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
重
要
法
案
や
特
定
の
政
策
領
域
に
つ
い
て
の
設
置
が
み
ら
れ

る
｡ 

二
特
別
委
員
会
設
置
の
特
性
と
機
能

第
一
○
六
巻
第
一
号

一

四
六
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特
別
委
員
会
は
、
会
期
ご
と
に
数
件
の
設
置
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
○
○
七
年
に
開
か
れ
た
第
一
六
七
回
国
会
（
通
常
会
）
で
は
、

衆
議
院
に
お
い
て
は
七
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
規
模
は
、
二
五
人
か
ら
五
○
人
と
幅
広
い
。
ま
た
、
毎
国
会
ご
と
の
連
続
し

た
設
置
（
以
下
、
「
継
続
設
置
」
と
す
る
）
の
期
間
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
「
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」
は
第
三
九
回
国
会
か
ら
、
「
沖
縄

（
４
）
 

及
び
北
方
対
策
特
別
委
員
会
」
は
第
六
八
回
国
会
か
ら
の
長
期
間
の
設
置
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
比
較
的
短
期
間
と
い
え
る
の
は

五
○
人
の
規
模
を
も
つ
「
日
本
国
憲
法
調
査
特
別
委
員
会
」
で
、
一
六
三
回
国
会
か
ら
の
設
置
さ
れ
て
い
る
。

今
日
で
は
、
特
別
委
員
会
は
そ
の
設
置
さ
れ
る
案
件
、
目
的
と
も
多
様
で
あ
る
。
法
規
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
常
任
委
員
会
は
恒

久
性
が
あ
り
、
特
別
委
員
会
は
臨
時
性
を
有
す
る
と
い
っ
た
図
式
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
設
置
手
続
き
こ
そ
会
期
の
た
び

（。。）

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
継
続
し
て
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
も
多
い
。
常
任
委
員
会
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ

う
し
た
特
別
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
長
期
間
継
続
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
に
は
い
ず
れ
も
、
災
害
対
策
や
選

挙
制
度
と
い
っ
た
、
案
件
の
独
自
性
が
指
摘
で
き
る
。

（
６
）
 

こ
れ
に
対
し
、
継
続
設
置
期
間
が
一
回
か
ら
数
回
と
短
期
間
の
み
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
△
室
も
存
在
す
る
。
そ
の
多
く
は
主
と
し
て
、

そ
の
時
期
ご
と
に
発
生
す
る
重
要
政
策
法
案
を
集
中
的
に
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会

に
は
、
委
員
数
が
四
○
人
か
ら
五
○
人
の
大
規
模
で
あ
る
こ
と
や
、
所
管
省
庁
が
複
数
で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

院
内
に
お
け
る
優
先
度
・
重
要
度
も
高
く
、
審
議
日
数
も
多
い
。
と
り
わ
け
、
五
○
人
規
模
の
特
別
委
員
会
の
設
置
は
、
今
日
の
国
会
で

定
着
し
つ
つ
あ
り
、
国
会
の
中
で
の
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
四
七
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図表４．１大規模特設委員会設圃数の変化

設超数

４５ 

４０ 

３５ 

３０ 

２５ 

２０ 

１５ 

１０ 

５ 

０ 

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

■■■４０人以上

一◆－５０人

１１１１ 
１３０５０７０ 
１０回回回
回

ｌｌＩＩｌ 
ｇＯ１１０１３０１５０１６９ 
回回回回回

国会回次

｢衆鰯院本会議録」各号をもとに作成

一
四
八

大
規
模
特
別
委
員
会
の
活
用

四
○
人
以
上
の
規
模
を
持
ち
、
か
つ
短
期
間
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員

会
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
衆
・
参
両
院
に
お
い
て
増
加
の
傾
向
が

確
認
で
き
る
（
図
表
４
．
１
）
。
さ
ら
に
、
九
○
年
代
に
は
、
ほ
ぼ
毎

国
会
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
と
り
わ
け
、
五
○
人
規
模
の
特
別
委
員
会
（
以
下
、
「
五
○

人
型
特
別
委
員
会
」
と
す
る
）
の
場
合
は
こ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
（
図
表
４
．
２
）
。
「
五
○
人
型
特
別
委
員
会
」
の
場
合
で
は
、
そ
の

設
置
期
間
は
さ
ら
に
短
く
、
一
会
期
の
み
の
こ
と
も
多
い
。
最
も
長
期

間
設
置
さ
れ
た
、
「
武
力
攻
撃
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

で
も
、
数
回
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
五
○
人
型
特
別
委
員

会
」
に
お
け
る
案
件
は
、
初
期
に
は
重
要
外
交
政
策
に
つ
い
て
開
か
れ

（
７
）
 

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
七
年
の
通
常
国
会
で
あ
る
一
四

○
回
国
会
以
降
は
、
税
制
問
題
や
構
造
改
革
な
ど
国
内
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
も
設
置
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
、
設
置
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

「
五
○
人
型
特
別
委
員
会
」
は
、
そ
の
経
験
・
実
績
を
積
み
重
ね
る
と

と
も
に
審
議
機
会
に
お
け
る
活
動
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
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図表４．２５０人の特別委員会 (衆議院）

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

回
一
回

］
末
一
鼬

r衆議院会議録」各号をもとに作成

摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も

に
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
の
国
会

に
お
い
て
「
五
○
人
型
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

み
て
と
れ
る
。

大
規
模
な
特
別
委
員
会
、
と
り

わ
け
「
五
○
人
型
特
別
委
員
会
」

が
頻
繁
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

理
由
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
第
一
に
、
国
会
の
「
効
率
化
」

と
い
う
側
面
で
あ
る
。
常
任
委
員

会
に
は
、
「
省
庁
タ
テ
割
り
」
に

よ
る
省
庁
間
の
「
す
み
わ
け
」
の

ほ
か
に
も
、
定
例
曰
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
「
シ
ガ
ラ
ミ
」
が
あ
る
。
特

別
委
員
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る

一
四
九

設置期間（国会回次） 委員会名

第１２回 平和条約及び日米安全保障条約特別委員会

第50回 日本国と大韓民国との間の条約及び協定等に関する特別

委員会

第67回 沖縄返還協定特別委員会

第68回～第７０回 沖縄及び北方問題に関する特別委員会

第107回 日本国有鉄道改革に関する特別委員会

第１１３回 リクルート問題に関する調査特別委員会

第１１３回･116.118回 税制問題等に関する調査特別委員会

第122回 国際連合平和協力等に関する特別委員会

第131回 世界貿易機関設立協定に関する特別委員会

第140回 日米安全保障条約の実施に伴う土地問題等に関する特別

委員会

第141回 財政構造改革の推進に関する特別委員会

第143回 金融安定化に関する特別委員会

第145回第146回 行政改革に関する特別委員会

第145回 日米防衛協力のための指針に関する特月'１委員会

第154回第155回．

第158回～第162回

武力攻撃事態への対処に関する特別委員会

第163回～第166回 日本国憲法に関する調査特別委員会

Hosei University Repository



委
員
会
制
度
の
今
日
的
特
徴

従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
立
法
過
程
の
視
点
に
立
っ
た
国
会
研
究
が
多
か
っ
た
。
そ
の
場
合
、
国
会
に
お
け
る
審
議
構
造
を
、
「
委
員

会
↓
本
会
議
」
と
い
っ
た
流
れ
の
中
で
一
元
的
に
捉
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
基
礎
的
審
議
機
関
と
し
て
の
機
能
だ
け
を
見
て
も
、
常

任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
と
い
う
制
度
的
枠
組
み
だ
け
で
は
分
け
ら
れ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
と
り
わ
け
特

別
委
員
会
の
設
置
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
時
一
徹
的
要
求
に
応
じ
て
発
展
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
対
応
は
柔
軟
で
あ
る
。

第
三
に
、
政
党
の
政
策
対
応
の
変
化
で
あ
る
。
帥
年
代
後
半
か
ら
自
民
党
・
民
主
党
の
「
二
大
政
党
化
」
が
進
み
、
野
党
が
与
党
法
案

に
対
し
、
対
案
を
提
出
す
る
と
い
っ
た
政
策
審
議
の
ス
タ
イ
ル
が
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
会
期
に
お
い
て
最
重
要
課

題
で
あ
る
法
案
を
、
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
論
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
や
争
点
の
明
示
と
い
っ
た
効
果
が
望
め
る
。
こ
う
し

た
与
野
党
の
政
策
を
集
中
的
に
審
議
す
る
場
と
し
て
の
特
別
委
員
会
の
役
割
が
浮
上
し
た
と
い
え
る
。

第
二
点
と
し
て
は
、

が
増
加
し
た
。
こ
う
‐

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

一
五
○

こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
委
員
会
運
営
の
制
約
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
で
集
中
し
た
審
議
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
政
府
・
省

庁
に
と
っ
て
は
、
最
重
要
法
案
に
つ
い
て
の
会
期
内
で
の
成
立
が
、
よ
り
確
実
視
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。
逆
に
、
野
党

側
か
ら
特
別
委
員
会
の
設
置
が
要
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
政
策
の
争
点
化
と
世
論
へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。て
は
、
「
政
策
の
質
的
変
化
」
と
い
う
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
複
数
の
省
庁
が
関
連
す
る
に
政
策

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
省
庁
横
断
型
の
法
案
審
議
の
場
と
し
て
、
複
数
の
省
庁
を
包
括
し
た
委
員
会
の
設
置
の
需
要
が
生
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さ
ら
に
近
年
で
は
、
調
査
会
や
憲
法
調
査
会
が
委
員
会
以
外
の
基
礎
的
審
議
の
場
と
し
て
、
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
も
あ
る
。
調
査
会
が

設
置
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
’
九
七
○
年
初
頭
以
降
高
ま
っ
て
い
た
参
議
院
改
革
の
議
論
の
中
で
、
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
一
つ
の
手

段
と
し
て
、
衆
議
院
に
は
な
い
長
期
的
な
視
点
を
意
識
し
た
調
査
機
関
の
設
立
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
で
は
、
参
考

人
招
致
や
、
自
由
討
議
が
委
員
会
よ
り
頻
繁
に
活
用
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
、
委
員
会
審
議
と
は
異
な
る
審
議
形
式
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。

国
会
の
立
法
補
佐
機
構
が
国
会
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
の
は
、
占
領
期
の
改

革
に
よ
る
。
国
会
の
地
位
向
上
と
質
の
整
備
を
維
持
す
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
か
ら
の
指
示
に
よ
り
国
会
法
の
な
か
に
専
門
調
査
員

（
の
ち
の
専
門
員
）
の
常
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
日
本
に
お
け
る
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
最
初
で
あ
る
と
考
え

中
で
も
、
委
員
会
制
度
を
考
え
た
と
き
、
委
員
会
調
査
室
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
衆
・
参
議
院
事
務
局
に
お
け
る
調
査
ス
タ
ッ
フ
の

整
備
は
、
国
会
法
と
と
も
に
出
発
し
た
（
図
表
４
．
３
）
と
も
い
え
る
。
当
初
は
、
常
任
委
員
会
専
門
調
査
員
が
配
置
さ
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
。
現
在
の
よ
う
な
調
査
室
が
発
足
し
た
の
は
一
九
五
五
年
の
国
会
法
改
正
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
衆
参
両
院
に

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
五
一

三
委
員
会
立
法
補
佐
機
構
の
問
題
性

前
項
ま
で
で
、
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
特
性
に
つ
い
て
、
本
会
議
と
の
制
度
的
関
係
性
、
お
よ
び
「
五
○
人
型
特
別
委
員
会
」

を
中
心
と
し
た
、
大
規
模
な
特
別
委
員
会
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
本
項
で
は
、
委
員
会
に
お
け
る
立
法
補
佐
機
構
、
と

り
わ
け
調
査
業
務
を
お
こ
な
う
専
門
員
な
ど
の
人
事
的
な
特
性
に
着
目
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
特
性
が
委
員
会
制
度
に
及
ぼ
す
影
響
に
っ

い
て
考
察
を
試
み
る
。

（
の
ち
の
専
門
員
）

（
８
）
 

て
よ
い
だ
ろ
う
。
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図表４．３調査室の変遷

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

参照：衆趨院常任委員会調査室編「衆譲院常任委員会調査室二十年の歩み』

衆議院常任委員会調査室，1969年。

一
五
二

（
９
）
 

「
常
任
委
員
会
調
査
室
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。
委
員
今
云
ご
と
に

専
門
員
が
一
名
置
か
れ
、
専
門
員
が
調
査
室
室
長
を
兼
任
し
、
調

査
員
、
調
査
室
業
務
を
掌
握
し
調
査
業
務
を
行
う
現
行
の
形
式
が

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
職
務
は
、
委
員
会
の
審
査
の
た
め
の
調
査
と

委
員
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
国
政
調
査
権
に
も
と
づ
く
調
査
が
主

で
あ
る
。
委
員
会
の
審
査
に
関
し
て
は
、
法
案
に
関
す
る
参
考
資

料
作
成
に
始
ま
り
、
質
疑
に
と
も
な
う
調
査
、
附
帯
決
議
の
盾
座
乗

作
成
、
委
員
長
報
告
の
原
案
作
成
と
、
法
案
成
立
ま
で
の
各
段
階

（
、
）

に
お
い
て
関
わ
っ
て
い
く
。
主
任
調
査
員
（
の
ち
に
、
「
主
席
調

査
員
と
改
称
」
の
設
置
な
ど
、
そ
の
後
も
調
査
室
の
制
度
改
正

は
、
そ
の
後
も
組
織
を
拡
大
・
強
化
さ
れ
る
目
的
で
お
こ
な
わ
れ
、

定
着
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
蟄
的
充
足
と
と
も
に
、
国
会
ス
タ
ッ

フ
の
あ
り
方
が
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て
い
く
の
は
、
’
九
六
○
年
代

以
降
で
あ
る
。

衆
議
院
で
は
一
九
六
六
年
三
月
に
、
「
国
会
正
常
化
に
関
す
る

指
針
」
が
事
務
局
よ
り
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
審
議
の
あ
り
方
と
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
「
効
率
化
」
か
ら
、
審
議
の
「
充
実
化
」
を
め

西暦 主な改正内容

1947年 専門調査員設置（2名）

1948年 ｢専門員」に改称・同・調査員新設

轡記を「調査主事」に改称

1955年 調査宝設嗣

調査室長は専門員とする

1959年 調査主事廃止

1961年 主任調査員を設圃（衆議院）

1962年 主任調査員を設圃（参議院）

1994年 主任調査員を「主席調査員」に改称

次席調査員の新設

1997年 調査局設置（衆議院）
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専
門
員
登
用
の
特
性
と
行
政
省
庁
の
影
櫻

（
皿
）

こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
、
一
九
九
六
年
六
月
に
土
井
－
工
衆
議
院
議
長
が
提
出
し
た
「
議
員
立
法
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
に
お
い

て
、
半
数
以
上
の
調
査
室
長
が
官
庁
そ
れ
も
そ
の
委
員
会
に
対
応
し
て
い
る
官
庁
か
ら
の
「
天
下
り
」
で
あ
る
と
い
う
現
状
を
改
め
、
内

（
旧
）

部
登
用
の
室
長
を
増
や
す
べ
き
だ
と
す
る
提
言
が
出
さ
れ
た
。
｝
」
の
と
き
な
ぜ
、
調
査
室
長
す
な
わ
ち
専
門
員
の
人
事
が
問
題
視
さ
れ
た

の
か
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
を
と
り
ま
く
状
況
と
審
議
制
度
の
視
点
か
ら
の
課
題
に
つ
い

ざ
し
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
政
治
改
革
論
議
の
中
で
、
「
審
議
の
充
実
化
」
は
衆
・
参
両
院
の

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
が
、
衆
・
参
両
院
の
国
政
調
査
権
の
拡

大
・
活
用
で
あ
っ
た
。
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
、
と
り
わ
け
専
門
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
室
は
、
そ
の
た
め
の
補
佐
機
関
と
し
て
の
役
割
を

そ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
専
門
員
は
国
会
の
調
査
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
各
調
査
室
の
室
長
も
兼
務
す
る
要
職
で
あ
る
。
専
門
員
の
任
用
に
つ
い
て

（
旧
）

は
、
’
九
四
八
年
の
国
会
法
改
正
に
よ
り
内
部
職
員
の
登
用
が
可
能
に
な
り
、
一
九
六
一
一
年
に
参
議
院
で
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
衆
議
院

で
、
初
め
て
こ
れ
が
実
現
し
た
。
し
か
し
一
九
六
四
年
二
月
時
に
は
、
’
一
一
一
人
の
専
門
員
の
う
ち
、
衆
議
院
職
員
出
身
は
内
閣
、
法
務
、

大
蔵
、
決
算
に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
専
門
員
は
外
部
出
身
者
で
あ
り
、
し
か
も
所
管
に
関
連
し
た
省
庁
の
職
員
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い

（
Ｍ
）
 

た
。

て
以
下
に
考
察
す
る
。

そ
も
そ
も
、
専
門
曰

一
九
七
○
年
代
半
ば
か
ら
八
○
年
代
半
ば
に
か
け
て
の
時
期
は
、
衆
議
院
職
員
出
身
者
が
省
庁
出
身
者
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
一
九
九

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
五
三
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法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号
．

｜
五
四

○
年
代
半
ば
に
は
ふ
た
た
び
逆
転
す
る
。
「
議
員
立
法
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
が
提
出
さ
れ
た
翌
年
、
一
九
九
七
年
で
は
、
当
時
一

〈
脂
）

七
あ
っ
た
専
門
委
員
の
ポ
ス
ト
の
』
つ
ち
、
｜
｜
の
ポ
ス
ト
を
「
天
下
り
」
職
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

一
九
九
六
年
の
「
議
員
立
法
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
の
提
出
に
い
た
っ
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
後
に
土
井
元
議
長
が
国
会
審

議
の
中
で
、
興
味
深
い
発
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
の
第
一
六
一
回
国
会
で
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院
の
憲
法
調
査
会
に
お
け

る
、
鑿
五
室
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
そ
の
他
の
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
自
由
討
議
の
際
の
発
言
の
中
で
、
調

〈
略
）

査
室
長
、
す
な
わ
ち
専
門
員
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
が
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。

「
（
前
略
）
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
国
会
の
立
法
補
佐
機
構
と
し
て
議
院
法
制
局
が
あ
り
ま
す
し
、
常
任
委
員
会
の
調

査
室
が
あ
り
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
の
機
能
が
質
、
量
と
も
に
国
会

の
立
法
機
構
と
い
う
も
の
の
中
で
動
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
枢
要
な
役
割
を
担
う
職
と
い
う
と
、
も
う
率
直
に
申
し
上
げ
れ
ば
、

調
査
室
長
と
い
う
の
は
国
会
の
職
員
の
中
か
ら
人
材
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、
各
省
庁
か
ら
出
向
の
形
で
調
査
室

長
と
い
う
ポ
ス
ト
に
お
ら
れ
る
の
が
大
半
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
私
は
知
っ
た
と
き
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
各
省
庁
の
出
先
み
た
い
な
形
に
国
会
の
調
査
室
が
な
っ
て
い
る
。
調
査
室
自
身
は
立
法
に
対
し
て
の
補
佐
的
役
割
を

果
た
す
べ
き
場
所
で
す
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
国
会
は
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
る
と
い
う
機
能
か
ら
す
る
と
そ
の
状
況
自
身
を
正
さ

な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
（
後
略
）
」

（
『
第
百
六
十
一
回
国
会
衆
議
院
憲
法
調
査
会
議
録
第
二
回
』
平
成
一
六
年
一
○
月
二
一
日
）
。
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委
員
会
鯛
査
ス
タ
ッ
フ
を
と
り
ま
く
課
題

土
井
元
議
長
が
指
摘
し
た
「
天
下
り
」
専
門
員
の
問
題
性
は
、
単
に
人
事
面
に
お
け
る
省
庁
の
影
響
へ
の
懸
念
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
行
政
を
監
視
し
、
独
自
の
調
査
権
限
を
持
つ
は
ず
の
国
会
が
、
行
政
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
審
議
を
お
こ
な
う
、
あ

る
い
は
お
こ
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
、
省
庁
・
官
僚
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
起
き
う
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
問
題
の
真
に
深
刻
な
部
分

が
存
在
し
た
。
官
僚
と
国
会
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
量
・
情
報
収
集
能
力
の
著
し
い
格
差
か
ら
生
じ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

結
果
的
に
、
国
会
の
調
査
機
能
は
省
庁
に
あ
る
程
度
依
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
専
門
員
の
人
事
的
特
性
は
、
こ

う
し
た
現
状
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

一
九
九
七
年
の
国
会
法
改
正
に
よ
り
、
衆
・
参
両
院
に
そ
れ
ぞ
れ
決
算
行
政
監
視
委
員
会
・
行
政
監
視
委
員
会
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
に

対
応
す
る
か
た
ち
で
衆
・
参
両
院
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
室
の
再
編
が
行
わ
れ
た
。
衆
議
院
で
は
調
査
室
が
従
来
の
委
員
会
単
位
か

ら
事
項
別
に
な
り
、
そ
の
上
に
調
査
局
を
置
く
と
い
う
形
で
事
務
局
内
の
組
織
変
革
が
行
わ
れ
た
。
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
質
的
充
足
に
向
け

て
の
取
り
組
み
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
参
議
院
の
場
合
は
、
行
政
監
視
委
員
会
発
足
と
同
時
に
委
員
会
自
体
が
事
項
別
に
再
編
成

さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
付
随
す
る
形
で
、
調
査
室
も
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
査
室
も
そ
れ
ぞ
れ
事
項
別
に
再
編
さ
れ
た
こ
と
に

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

’
五
五

こ
の
発
言
は
、
国
会
自
身
が
ま
だ
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
上
で
土
井
元
議
長
は
、
こ
う
し
た
こ
の
当
時
の
周
辺
状
況
が
、
「
議
員
立
法
の
活
性
化
に
つ
い
て
指
針
」
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
指
針
の
中
で
提
示
さ
れ
た
専
門
員
の
問
題
は
、
実
際
に
は
土
井
元
議
長
の
問
題
意

識
が
、
む
し
ろ
国
会
の
自
律
性
の
向
上
そ
の
も
の
に
、
強
く
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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ア
メ
リ
カ
議
会
で
は
、
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
や
法
制
局
に
加
え
て
、
会
計
検
査
院
Ｇ
Ａ
Ｏ
（
の
①
ロ
の
『
四
一
シ
０
８
目
冒
、
○
三
○
の
）
が
議
会

内
組
織
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
国
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
う
し
た
議
会
内
調
査
機
関
の
整
備
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

難
し
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
衆
議
院
事
務
局
で
は
、
一
九
九
九
年
に
国
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
調
査
局
を
新
設
す
る
組
織
改
編
を
お
こ
な
っ
た
。
調
査
局

に
は
、
各
委
員
会
に
対
応
し
調
査
室
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
審
議
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の
質
的
・
量
的
充
足
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
国
政
調
査
権
に
も
と
づ
く

行
政
監
査
や
国
政
調
査
が
拡
大
し
て
く
れ
ば
、
調
査
室
の
業
務
が
増
加
し
、
現
在
の
人
員
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
公
務
員
が
人
数
の
削
減
を
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
国
会
職
員
の
み
増
員
を
図
る
の
は
現
実
的
に

な
る
。（
１
）
荒
井
勇
「
国
会
の
特
別
委
員
会
制
度
」
『
時
の
法
令
』
第
四
○
二
号
、
一
九
六
一
年
一
○
月
、
一
三
’
一
四
頁
。

（
２
）
黒
田
覚
『
国
会
法
』
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
、
参
照
。

（
３
）
松
灘
浩
一
『
議
会
法
」
ぎ
よ
う
せ
い
、
一
九
八
七
年
、
三
五
九
頁
。

（
４
）
た
だ
し
、
五
三
回
、
五
四
回
、
一
○
五
回
、
一
三
七
回
は
、
特
別
委
員
会
の
設
置
は
な
か
っ
た
。
災
害
対
策
委
員
会
は
ほ
か
に
五
五
回
国
会
で
設
題
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
国
会
で
は
「
災
害
地
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
極
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
土
屋
政
三
『
委
員
会
制
度
」
教
育
出
版
、
’
九
六
九
年
、
一
二
八
頁
。
こ
れ
に
た
い
し
、
特
別
委
員
会
に
た
い
す
る
「
恒
久
性
」
の
指
摘
も
あ
る
。
清
水

睦
は
一
部
例
外
が
あ
る
と
し
た
上
で
特
別
委
員
会
は
「
常
任
委
員
会
の
恒
久
性
を
事
実
上
、
か
ち
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
清
水
望
「
議
会
制
度
の
課
題

ｌ
委
員
会
制
度
を
中
心
と
し
て
」
『
ジ
ニ
リ
ス
ト
』
第
八
五
九
号
、
一
九
八
六
年
五
月
、
五
頁
）
。

（
６
）
福
元
健
太
郎
は
、
特
別
委
員
会
の
設
圃
状
況
に
応
じ
て
、
「
常
設
的
特
別
委
員
会
」
と
「
臨
設
的
特
別
委
員
会
」
に
区
分
し
て
い
る
。
「
日
本
の
国
会
政
治

全
政
府
立
法
の
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
○
年
、
一
四
六
頁

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
一
号

一

五
六
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（
Ｕ
一
九
九
六
年
八
月
七
日
、
土
井
衆
譲
院
議
長
、
鯨
岡
衆
議
院
副
議
長
か
ら
運
営
委
員
長
に
た
い
し
、
「
議
員
立
法
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
正
副
議
長
に
よ
る
「
国
会
改
革
に
関
す
る
私
的
研
究
会
」
に
お
け
る
議
論
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
吃
）
「
議
員
立
法
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
二
九
九
六
年
八
月
七
日
）
の
中
で
は
、
常
任
調
査
室
専
門
員
（
室
長
）
は
、
衆
議
院
で
一
八
人
中
一
四
人
、

参
議
院
で
は
一
六
人
中
九
人
が
行
政
省
庁
か
ら
の
出
向
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
議
員
立
法
活
性
化
に
つ
い
て
の
指
針
」
一
九
九
六
年
八
月
七
日
（
上
田

章
・
五
十
嵐
敬
聾
『
議
会
と
議
員
立
法
議
員
立
法
に
つ
い
て
の
元
衆
識
院
法
制
局
長
と
の
〈
対
談
〉
』
公
人
の
友
社
、
一
九
九
七
年
）
。

両
）
国
会
職
員
法
改
正
に
よ
り
任
免
資
格
の
要
件
の
一
つ
に
「
十
年
以
上
各
議
院
事
務
局
の
参
事
若
し
く
は
常
任
委
員
会
調
査
員
、
各
議
院
法
制
局
の
参
事
又

は
国
立
国
会
図
轡
館
の
調
査
員
の
職
に
在
っ
た
者
」
（
第
五
条
二
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

（
Ｕ
『
昭
和
三
十
九
年
二
月
衆
議
院
要
覧
（
乙
）
』
衆
議
院
事
務
局
。
本
稿
で
は
、
専
門
員
に
任
用
さ
れ
る
ま
で
に
衆
議
院
で
一
○
年
以
上
の
継
続
勤
務
が
あ

る
場
合
は
、
他
省
庁
の
勤
務
経
験
が
あ
っ
て
も
内
部
登
用
者
と
み
な
し
た
。

（
旧
）
一
九
九
○
年
代
を
ピ
ー
ク
に
、
他
省
庁
出
身
者
は
減
少
し
て
い
る
。
二
○
○
五
年
で
は
、
専
門
員
名
の
う
ち
他
省
庁
出
身
者
は
、
二
名
と
大
幅
に
数
を
減

ら
し
て
い
る
。
『
平
成
十
七
年
十
一
月
衆
議
院
要
覧
（
乙
逗
衆
議
院
事
務
局
○

（
肥
）
土
井
元
譲
長
は
、
同
国
会
に
お
け
る
憲
法
調
査
会
の
委
員
で
あ
っ
た
。
『
第
百
六
十
一
回
国
会
衆
議
院
職
法
調
査
会
議
録
第
二
回
」
平
成
十
六
年
十
月
二

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
五
）
（
岡
崎
）

一
五
七

（
、
）
委
員
会
麺

九
六
年
七
月
、

（
７
）
五
○
人
規
模
の
特
別
委
員
会
の
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
詳
し
い
。

（
８
）
国
会
を
支
え
る
立
法
補
佐
機
関
と
し
て
、
衆
参
両
院
の
法
制
局
、
事
務
局
、
お
よ
び
国
立
国
会
図
瞥
館
が
存
在
す
る
。
広
義
に
は
、
政
策
担
当
秘
書
な
ど

の
議
員
秘
書
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
立
法
補
佐
業
務
に
携
わ
る
、
法
制
局
職
員
、
事
務
局
調
査
局
調
査
員
、
国
会
図
書
館
の
調
査
及
び
立
法
考
査

局
員
を
「
国
会
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
考
え
る
。
「
国
会
ス
タ
ッ
フ
」
は
通
常
、
議
員
提
出
法
案
作
成
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
調
査
・
立
案
さ
ら
に
法
文
の
検
討

ま
で
一
貫
し
て
撫
わ
る
。
さ
ら
に
、
委
員
会
・
本
会
議
審
議
の
際
も
議
員
の
依
頼
に
も
と
づ
き
、
幅
広
く
調
査
・
補
佐
を
お
こ
な
う
の
が
そ
の
職
務
で
あ
る
。

山
口
和
人
「
資
料
欧
米
の
議
会
に
お
け
る
補
佐
機
関
の
実
悩
」
「
立
法
と
調
査
』
第
二
○
○
号
、
一
九
九
七
年
七
月
、
八
六
頁
。

（
９
）
調
査
室
規
程
で
は
、
衆
議
院
で
一
九
六
一
年
、
参
議
院
で
一
九
六
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
主
任
調
査
員
の
新
設
と
と
も
に
、
調

査
室
の
職
務
の
明
記
が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
委
員
会
及
び
議
員
立
法
等
に
つ
い
て
の
職
務
、
さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
調
査
依
頼
に
よ
る
職
務
の
明
記
が

お
こ
な
わ
れ
た
（
菊
地
守
「
国
会
に
お
け
る
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
」
「
議
会
政
策
研
究
会
』
第
二
号
、
一
九
九
五
年
九
月
、
八
六
’
八
七
頁
）
。
議
員
立
法
の

重
視
、
調
査
依
頼
の
増
大
に
と
も
な
う
職
務
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
）
委
員
会
調
査
室
の
業
務
に
関
し
て
は
、
新
井
実
「
常
任
委
員
会
調
査
室
ｌ
委
員
会
の
よ
る
ず
相
談
承
り
所
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
九
九
号
、
一
九

四
六
頁
を
参
照
し
た
。
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